
伊達氏発祥の地
桑折西山城の魅力
伊達氏全盛期の居城として、国の史跡にも指定される「桑折西山
城」。いよいよ今年の秋、この地を舞台に「全国山城サミット桑
折大会」が開催されます。イベント開催まで、桑折西山城の魅力
を紹介します。今月は城を巡る歴史と整備の経過を学びましょう。

　

山
中
に
広
が
る
、広
大
な
史
跡「
桑

折
西
山
城
」。
1
５
３
２
年
（
天
文

元
年
）
ご
ろ
、「
独
眼
竜
」
と
し
て

知
ら
れ
る
伊
達
政
宗
の
曾
祖
父
、
睦む

つ

奥の

国く
に

守し
ゅ

護ご

・
伊
達
稙た

ね
む
ね宗
（
14
代
）
が

築
い
た
山
城
で
す
。1
５
４
８
年（
天

文
17
年
）
に
嫡
男
の
伊
達
晴は

る
む
ね宗

が
山

形
県
米
沢
に
移
る
ま
で
、
東
北
地
方

最
大
の
戦
国
大
名
伊
達
氏
の
本
拠
地

で
し
た
。

　

城
は
、
大
き
く
本
丸
・
二
ノ
丸
を

中
心
と
し
た
部
分
と
、
中
館
・
西
館

を
中
心
と
す
る
部
分
に
分
か
れ
ま

す
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
本
丸
に
は

伊
達
稙
宗
の
政
治
の
場
と
な
っ
た
と

見
ら
れ
る
建
物
跡
な
ど
、
伊
達
氏
本

拠
時
の
遺
構
が
残
さ
れ
て
お
り
、
中

館
・
西
館
は
、
戦
国
時
代
末
期
に
再

び
大
改
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
で
、
伊
達
稙
宗
は
、
戦
国

家
法
「
塵じ

ん
か
い
し
ゅ
う

芥
集
」
の
制
定
や
周
辺
大

名
と
の
「
養
子
縁
組
・
政
略
結
婚
」

な
ど
の
政
策
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

越え
ち
ご
の
く
に
し
ゅ

後
国
守
護ご

・
上
杉
定さ

だ
ざ
ね実
よ
り
贈
ら

れ
た
伊
達
氏
家
紋
「
竹
に
雀す

ず
め」
の
元

と
な
る
家
紋
を
拝
領
し
た
の
も
、
こ

の
城
内
で
起
き
た
出
来
事
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
今
の
穏
や
か
な
町
並
み

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
、
大

き
な
戦
い
も
起
こ
り
ま
し
た
。
7
年

に
も
わ
た
り
、
稙
宗
と
晴
宗
の
親
子

軍
が
南
東
北
を
二
分
し
た
「
天
文
の

乱
」
で
す
。
合
戦
に
勝
っ
た
晴
宗
が

本
拠
を
米
沢
に
移
し
、
桑
折
西
山
城

は
廃
城
に
。
し
か
し
、
城
の
一
部
は

後
に
改
修
さ
れ
、
伊
達
政
宗
が
豊
臣

秀
吉
と
の
決
戦
に
備
え
て
築
い
た
と

も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
な
出
来
事
の

舞
台
と
な
っ
た
、
桑
折
西
山
城
。
町

郷
土
史
研
究
会
副
会
長
の
齊
藤
純
雄

さ
ん
に
、
桑
折
西
山
城
の
魅
力
と
今

後
期
待
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

全国山城サミット桑折大会へ――

き
く
動
い
た
意
味
の
あ
る
出
来
事
で

あ
り
、
そ
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
城
跡
周
辺
が
整
備
さ

れ
、
町
な
か
に
い
て
も
桑
折
西
山
城

跡
が
は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
眺
望
や
足
場
も
良
く
な

り
、「
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ

る
場
所
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
観

光
客
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、

駅
の
ホ
ー
ム
に
案
内
板
が
あ
っ
て
も

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

い
よ
い
よ
今
年
は
、
全
国
の
歴
史

フ
ァ
ン
が
集
ま
る
「
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民

の
中
で
「
桑
折
町
に
は
何
も
な
い
」

と
口
に
す
る
人
も
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
機
に
、
町
に
大
切
な
遺
産
が
あ
る

こ
と
を
実
感
し
、
町
民
の
自
信
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
町

内
に
は
、
桑
折
西
山
城
や
旧
伊
達
郡

役
所
な
ど
、
全
国
的
に
見
て
も
価
値

の
あ
る
遺
産
が
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
終
わ

ら
ず
、
そ
の
後
、
町
の
遺
産
を
活
か

し
て
、
歴
史
資
料
館
な
ど
の
施
設
を

作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
た
り
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
保
存
し
て
い
こ
う

と
思
う
人
が
一
人
で
も
増
え
た
り
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町郷土史研究会　副会長

齊藤 純
すみ

雄
お

さん

宮城県出身。桑折町に
住んで約50年。桑折
町郷土史研究会副会
長、桑折町文化財保護
審議会委員を務める。
民報新聞「ふくしま人」
にて、伊達稙宗を執筆
（5月8日から計5回）

町のシンボル半田山のふもとに佇む、史跡桑折西山城。
豊かな自然に囲まれ、土塁や空堀などの遺構（写真中央）
が良好な状態で見ることができる（4月15日撮影）

魅
力
あ
ふ
れ
る
歴
史
の
舞
台

　

か
つ
て
伊
達
氏
は
、
隣
の
旧
梁
川

町
を
拠
点
に
し
て
い
た
一
族
で
し
た

が
、
睦
奥
国
守
護
就
任
を
機
に
桑
折

町
へ
移
り
、
桑
折
西
山
城
を
築
き
ま

し
た
。
伊
達
氏
の
歴
史
の
中
で
見
る

と
、
桑
折
西
山
城
が
伊
達
氏
の
本
拠

で
あ
っ
た
の
は
、
17
年
間
と
短
い
期

間
で
し
た
が
、
伊
達
氏
の
歴
史
が
大

歴
史
遺
産
の
宝
庫
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